
建築物における吹付け石綿（アスベスト）に関する調査の結果について

 
平成 21 年 1 月末日現在 

 

調 査 期 間 平成 20 年 11 月 21 日～平成 20 年 12 月 19 日 

調 査 対 象 

建 築 物 

平成 17 年度民間建築物調査の対象建築物※のうち、以下の要件を満たすもの 

①未報告、②報告済（吹付け材あり、石綿なし）、③報告済（吹付け材あり、材質不明）、

④報告済（吹付け材あり、石綿あり、未対応） 

調 査 項 目 
①吹付け建材の有無、②使用場所、吹付け面積、③アスベスト含有の有無、④飛散の

状況、⑤対策工事の予定の有無、その方法 など  【別添調査票参照】 

調 査 数 ３２３棟  

回 答 数 ２０４棟 （６３．２％） 

※「建築年度が昭和 31 年～平成元年の間にある建築物」かつ「延床面積が 500 ㎡以上の建築物」 

 
 
■吹付け建材の有無（設問①）     【回 答】 

① 
お持ちの建築物に吹付け材を使用し、露出してい

る部分がありますか。 

 
 
 
 
 
■使用個所及び面積（設問②）     【回 答】（重複あり） 

②

｜

１ 

どこに使用されていますか。 

 
※本設問は、設問①で「はい」と回答した方のみが対象となっています。 

 
 
 
 
 
 
 
        【回 答】 
②

｜

２ 

吹付け面積はどのくらいになりますか。 

 
※本設問は、設問①で「はい」と回答した方のみが対象となっています。 

 
 
 
 

は  い ７３

いいえ １３１①

未回答 ０

天井 ６２

壁 ３４

柱･梁 ２４

その他 ４

②

｜

１

未回答 ４

1,000～ ８

500㎡～1,000㎡ ２

50 ㎡～500 ㎡ ３４

   ～50 ㎡ １３

②

｜

２

未回答 １６



■アスベスト含有の有無（設問③）    【回 答】 

③

｜

１ 

吹付け石綿等にはアスベストが含まれています

か。（設計図書等で確認してください。） 

 
※本設問は、設問①で「はい」と回答した方のみが対象となっています。 

 
 
 
                    【回 答】 

③

｜

２ 

どのような材質ですか。 

 
※本設問は、設問③-1 で「含有」と回答した方のみが対象となっています。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
                    【回 答】 

③

｜

３ 

アスベストの種類は何ですか。 

 
※本設問は、設問③-1 で「含有」と回答した方のみが対象となっています。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
■アスベスト含有吹付け材の状態（設問４）   【回 答】 

④ 
吹付け材の状態をお伺いします。 

 
※本設問は、設問③-1 で「含有」と回答した方のみが対象となっています。

※「良好」とは、損傷・剥離がなく、周辺に建材が飛散した様子がないこ

とをいう。 

 

含  有 １２

非含有 ４１

不  明 ２０

③

｜

１

未回答 ０

良  好 １１

不  良 ０④

未回答 １

吹付けアスベスト ４

アスベスト含有吹

付けロックウール 
２

吹付けヒル石 ０

吹付けパーライト ０

折板裏打ち石綿

断熱材 
０

その他 ０

③

｜

２

未回答 ６

クリソタイル ５

クラシドライト ０

アモサイト １

アンソフィライト ０

トレモライト ０

アクチノライト ０

③

｜

３

未回答 ６



■飛散防止対策の実施（設問５）     【回 答】 

⑤

｜

１ 

今後の飛散防止対策の予定等をお伺いします。（実

施予定の有無） 

 
※本設問は、設問③-1 で「含有」と回答した方のみが対象となっています。

 
 
 
        【回 答】 

⑤

｜

２ 

今後の飛散防止対策の予定等をお伺いします。（防

止対策の種類） 

 
※本設問は、設問③-1 で「含有」と回答した方のみが対象となっています。

 
 
 
 
 
 

あ  り １

な  し ７

⑤

｜

１
未回答 ４

封じ込め １

囲い込み ３

除  却 ０

その他 ０

⑤

｜

２

未回答 ８



 

建築物における吹付け石綿（アスベスト）に関する調査の結果について

 
平成 17 年 10 月 31 日現在 

 

調 査 期 間 平成 17 年 8 月 4 日～29 日（第 1 回）、平成 17 年 9 月 15 日～9 月 30 日（第 2 回） 

調 査 対 象 

建 築 物 
・建築年度が昭和 31 年～平成元年の間にある建築物 

・延床面積が 500 ㎡以上の建築物 

調 査 項 目 
①吹付け建材の有無、②使用場所、吹付け面積、③アスベスト含有の有無、④飛散の

状況、⑤対策工事の予定の有無、その方法 など               【別添調査票参照】 

調 査 数 １，１０８棟  

回 答 数 ７１０棟 （６４．１％） 

 
 
 
■吹付け建材の有無（設問①）     【回 答】 

① 
お持ちの建築物に吹付け石綿等（ロックウールなどの吹付け

材を含む。）を使用し、露出している部分がありますか。 

 
 
 
 
 
■使用個所及び面積（設問②）     【回 答】（重複あり） 

②

｜

１ 

どこに使用されていますか。 

 
※本設問は、設問①で「はい」と回答した方のみが対象となっています。 

 
 
 
 
 
 
 
        【回 答】 
②

｜

２ 

吹付け面積はどのくらいになりますか。 

 
※本設問は、設問①で「はい」と回答した方のみが対象となっています。 

 
 
 
 

は  い ７６

いいえ ６３４① 

未回答 ０

天井 ７２

壁 ２７

柱･梁 １１

その他 １０

②

｜

１ 

未回答 ３

1,000～ ７

500 ㎡～

1,000 ㎡ 
３

50 ㎡～

500 ㎡ 
２７

～50 ㎡ １９

②

｜

２ 

未回答 ２０



 
■アスベスト含有の有無（設問③）    【回 答】 

③ 
吹付け石綿等にはアスベストが含まれていますか。（設計図書

等で確認してください。） 

 
※本設問は、設問①で「はい」と回答した方のみが対象となっています。 

 
 
 
 
 
■アスベスト含有吹付け材の状態（設問４）   【回 答】 

④ 
アスベスト含有吹付け材の状態をお伺いします。 

 
※本設問は、設問③で「アスベスト含有材」と回答した方のみが対象となっ

ています。 

※※「良好」とは、損傷・剥離がなく、周辺に建材が飛散した様子がないこ

と状態という。 

 
 
■飛散防止対策の実施（設問５）     【回 答】 

⑤

｜

１ 

今後の飛散防止対策の予定等をお伺いします。（実施予定の

有無） 

 
※本設問は、設問③で「アスベスト含有材」と回答した方のみが対象となっ

ています。 

 
 
        【回 答】 

⑤

｜

２ 

今後の飛散防止対策の予定等をお伺いします。（防止対策の

種類） 

 
※本設問は、設問③で「アスベスト含有材」と回答した方のみが対象となっ

ています。 

 
 
 
 
 

含  有 １４

非含有 ２８

不  明 ３４

③ 

未回答 ０

良  好 １２

不  良 ２④ 

未回答 ０

あ  り ９

な  し １

⑤

｜

１ 
未回答 ４

封じ込め ４

囲い込み １

除  却 １

その他 ２

⑤

｜

２ 

未回答 ６



平成   年   月   日 

建築物における吹付け石綿（アスベスト）に関する調査票 
 

名 称 家屋番号 
建 築 物 

所 在 地 所沢市 
   

氏 名  

住 所  所 有 者 

電 話 番 号  
   

氏 名  

住 所  
管理代理人 

(建築物の管理に関し

代理人がいる場合) 電 話 番 号  

 
１．お持ちの建築物に吹付け材を使用し、露出している部分がありますか。 

□は  い 

□いいえ（※「いいえ」と回答した方は、「【裏面】■石綿含有建築資材」にお進みください。） 

【特記事項】（既に吹付け石綿等の処理を実施している場合などには、その対策の概要をお書きください。） 

 

 

 

 

２．吹付け材の状況について、以下の項目に回答してください。 

（１）どこに使用されていますか。  

（２）吹付け面積はどのくらいになりますか。 ㎡

 

３．吹付け材に石綿（アスベスト）は含まれていますか。（設計図書等で確認してください。） 

□含有されている（枠内の設問にお答えください。） 

[①どのような材質ですか。] 

□吹付けアスベスト □アスベスト含有吹付けロックウール □吹付けひる石(ﾊﾞｰﾐｷｭﾗｲﾄ)

□吹付けパーライト □折板裏打ち石綿断熱材 □その他 

[②アスベストの種類は何ですか] 

□クリソタイル □クロシドライト □アモサイト 

□アンソフィライト □トレモライト □アクチノライト 
 

□含有されていない（※「【裏面】■石綿含有建築資材」にお進みください。） 

□わからない（※分析調査により、アスベストの含有の有無を確認する必要があります。） 

 

４．吹付け材の状態をお伺いします。 

□良  好(※「良好」とは、損傷・剥離がなく、周辺に建材が飛散した様子がないことを言います。) 

□不  良 

 

５．今後の飛散防止対策の予定等をお伺いします。 

【実施予定】  □あ  り［予定時期（平成  年  月頃）］   □な  し 

【防止方法】  □封じ込め    □囲い込み    □除  却    □その他（                     ） 



 

当面、緊急的な対応が必要と考えられる「吹付け石綿」に関する質問は以上です。 

なお、石綿を含有する建築資材（成形板等）を使用した建築物には、その建築物の解体時等に

石綿含有資材の除去が義務付けられていることから、これらの作業時に必要な対応･対策を講ずる

必要がありますので、同封した資料等をお読みください。 

ご協力ありがとうございました。 

 

注１）回答用紙に既に✓がある場合があります。これは、前回調査時の貴殿からのご回答を記載したものです。

現在の状況に変更等がある場合については、二重線で訂正後、調査票に改めてご回答をご記入ください。 

注２）ファクシミリでのご回答の場合、本頁は送信不要です。 

 

 
  

■石綿含有建築資材
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